
様式２

１　働く意欲や態度を高める職業教育の充実

２　人とのよい関係性や社会性を育む指導の充実

３　教職員の専門性や授業力の向上

４　教職員の対応力の向上

５　ＰＴＡ活動の活性化

評価基準　A：十分達成（100％）　B：概ね達成（80％程度）　C：変化の兆し（60％程度）　D：まだ不十分（40％程度）　E：目標・方策の見直（30％以下）

Ｂ

保護者研修会等の企画・
開催（総務部、進路部、
支援部）

○ＰＴＡミニ研修・ＰＴＡ通信
で様々な情報発信が行われ、研
修参加者が増加している。
○ＰＴＡ行事をとおして保護者
交流が進んでいる。

○研修内容について学校からも積
極的な提案をし、研修内容を工夫
する。

Ｂ

○ニーズ把握のアンケートをもとにした
来年度の事業計画を作成することができ
た。
○ミニ研修等の参加者は毎回２０～３０
名程度で、昨年度より増加傾向であっ
た。参加者の満足度は高かった。
○来年度の役員選考がスムーズに進んで
おり、部分的ではあるが保護者交流は進
んでいると思われる。

５　ＰＴＡ活動
の活性化

保護者のニーズの把握
（総務部）

○ＰＴＡ活動への参加率が徐々に
減少してきている一方で、進路や
卒業後に向けての情報が少なく不
安を感じているという保護者の声
もある。
○就労の定着や卒業後の生活の充
実のためには、今以上に保護者に
対する情報発信が必要である。

○保護者のニーズを把握した上
でＰＴＡ活動を工夫し、保護者
の満足度が向上している。

○ニーズ把握のための保護者アン
ケートを実施する。
○アンケート結果や日々の保護者
の声をできるだけ活かした活動を
設定する。

○具体的な事例をもとにした情
報提供や、グループワーク、
ロールプレイなどの演習を中心
とした研修を継続する。

様々な法令・規約等の共
通理解（総務部）

○教職員の服務や教育活動につ
いて、根拠となる法令や規約等
を確認する習慣が身につく。

○職員朝礼や終礼などを利用し、
法令・規約などについての共通理
解を行う。

○掲示板を活用し、いつでも内容確認が
できるようにしたことで、説明だけでは
不十分な部分を補うことができた。 Ｂ

○継続して取り組みたい。

○定期的に初任研等の情報を掲示板に掲
載し、希望者は随時、研修を受講してい
る。 Ａ

○来年度以降も継続して実施し
ていきたい。

４　教職員の対
応力の向上

対応力研修・コンプライ
アンス研修の実施（総務
部）

○昨年度、対応力研修の実施、日
常的なコンプライアンスに関する
情報提供などにより、法令等の共
通理解や実践的な対応力について
の理解が進んだ。継続した取組を
行うことで対応力を向上させる必
要がある。

○全職員が、学校現場における
様々な事例を理解し、対応力研
修等を活かして、的確な対応を
心がけることができる。

○年間３回の対応力研修で、実践
的な演習を行う。
○コンプライアンスに関するミニ
研修を定期的に行い、情報提供を
行う。

○ミニ研修は２回しか実施できなかった
が、職員朝礼などで情報提供に努めた。
対応力研修は予定どおり実施し、教職員
からも概ね好評であった。組織の一員で
あるという自覚や対応力の向上につな
がっていると考える。

Ａ

Ｂ

○職員が共通理解を図りながら
研修等が実施できるようにでき
るだけ早く計画を立案し、提案
していきたい。

授業研究会の実施（○研
究部、教務部、学科部）

○昨年度の琴の浦検証プロジェク
トにより職業学科では働く心構え
を培うために共通目標を持って取
り組むこと、また、生徒にソー
シャルスキルの力が培われていな
いことも確認した。

○生徒一人一人の実態やニーズ
を総合的多面的に捉え、チーム
アプローチによる指導と支援を
PDCAサイクルにて行い充実した
職業教育を実践する。

○専門教科及び職業自立の授業を
公開し、育てる力の共通理解を図
る。
○職員の専門性の向上を図るため
職業教育及び発達障がいについて
の研修会を行う。

○１０月と１１月に授業公開を実施し
た。全ての職員が参観し、職業教育の授
業力の充実を進めるよい機会となった。

Ｂ

○参観シートのより効果的な活
用等、職員のニーズに応じた指
導力の向上に向けて、研修方法
ついて工夫していきたい。

３　教職員の専
門性や授業力の
向上

臨床心理士による講義・
演習の実施（○研究部、
学年部）

○昨年度の琴の浦検証プロジェク
トより、生徒のソーシャルスキル
に課題があることが明らかになっ
ており、早急な対応が必要であ
る。

○ソーシャルスキルについて職
員が理論的、実践的に研修を行
い、日々の授業や生徒指導の中
に生かすことができる。

○臨床心理士による演習や研修会
等を計画的に実施し、職員が研修
できる場を提供する。（「心の道
場開設事業」として実施）

○外部講師を招聘し、ソーシャルスキル
をテーマにした研修会を実施した。全職
員が全ての授業の中で指導に活かすまで
は至ってはいないが、ソーシャルスキル
について共通理解を図る良い機会となっ
た。

初任研等を有効に活用し
た自主研修の奨励（○研
究部）

○昨年度より、初任者研修の一般
研修に希望の職員も参加できるよ
うにし、個々の職員にとって必要
な研修が効果的に受けられるよう
にしているところである。

○全職員が、自分に必要な研修
を選択して受講することができ
る。

○初任者研修等、様々な研修会の
情報をできるだけ早く職員に提供
する。

○教職員の挨拶がモデルであ
り、貴重な指導場面であると意
識して、挨拶するのが当たり前
の雰囲気作りを今後も継続して
進める。
〇挨拶をする意味や、挨拶する
ことによって育つ力を伝えてい
く。
○生徒会とタイアップし地道に
挨拶運動を進めていく。

自治活動（生徒会活動・
寄宿舎自治活動）の活性
化（○指導部、学年部、
寮務部）

○生徒会活動や学校行事等におい
て年間を通じて生徒が活躍する場
面が増えつつある。

○寄宿舎改善のための意見箱に舎
生から意見が出されつつある。

○生徒会活動で、企画や運営、
司会進行等ができるようにす
る。

○舎生が部屋会や意見箱を通し
て、自分たちの生活をより良く
するために建設的な意見を出す
ことができる。

○生徒一人一人の役割を明確に
し、見通しを持って活動できるよ
うに事前の打ち合わせや準備等の
時間を確保する。
○部屋会に参加する時の支援のポ
イントについて寄宿舎指導員全員
で共通認識する。

○（生徒会）担当者との十分な事前打ち
合わせや準備等により、生徒一人一人が
見通しや役割を意識し、自信を持って活
動することができた。

○（寄宿舎）自治活動の手順について共
通理解を図り、舎生から建設的な意見が
多く出るようになった。意見に対して自
治会として返答をすることで、全体会で
の話し合いも活発になった。

○（生徒会）生徒会活動が自主
運営できるように、担当者との
事前打ち合わせ等を計画的に実
施する。

○（寄宿舎）生徒主体の自治活
動となるよう、意見の出し方、
会の進め方などについて継続し
て取り組む。

挨拶運動の実施（○学年
部、指導部）

○挨拶ができている生徒とできて
いない生徒がいる。いざとなった
らできるという安易に考えていた
り、自分に自信がなく声が出な
かったりと様々な生徒の実態があ
る。

Ｂ

○継続的に指導方法を学ぶ機会
を設ける。
○自立活動の個別の指導計画を
共有する会を３回実施する。

○６割の生徒が元気よく挨拶を
することができる。

○「さわやかタイム」（月曜日）
を実施。担任外による巡回指導実
施。
○挨拶のレベルアップ
○挨拶を評価し合う機会を持つ。

○生徒会の挨拶チェックや学年・学級で
の日常的な声かけを継続した。
○挨拶の重要性を感じ、誰にでも挨拶し
ようと意識するようになった生徒が１割
程度増加した。
○専門教科の授業中など挨拶がよくでき
ている場面もあるが、一日を通じてきち
んと挨拶ができていると回答した生徒は
４４％に留まっている。

Ｃ

○担任や学年団、寄宿舎とス
ムーズに情報共有し、的確に個
別指導ができている。

○各学年部と支援部等が連携し、
個への指導が必要な生徒に、抽出
した指導を行う。

○個別のカウンセリングや、担任や学
年、指導員中心とした取り出し指導を行
い、対応の共有を図っている。
○個々の情報共有後の支援策の実施にあ
たり、連携支援の在り方には改善の余地
がある。

Ｂ

２　人とのよい
関係性や社会性
を育む指導の充
実

ソーシャルスキルを高め
る指導の充実（○学年
部、研究部、支援部）

○上手に自分の思いを伝えること
ができずトラブルになるなど対人
スキルに問題のある生徒が多い。
また卒業生の中にも対人スキルの
問題で職場で孤立しがちな生徒も
いる。

○ソーシャルスキルを高める指
導法等について理解し、このこ
とを意識した授業に取り組む。

○教職員対象の研修会を実施す
る。
○自立活動の個別の支援計画を授
業者全員で共有する会を持つ。

○エンカウンターなどを積極的に取り入
れた授業が増えた。
○自立活動の個別の指導計画を共有する
会を持ち、生徒の対応に向けての共通理
解が図れた。
○自分の思いを相手に共感してもらえる
ように言葉で伝えられる生徒が増えてき
た。

○各学年部に支援部員を配置し、
連携して指導を行っている。

○学年に応じた到達度をはっき
り示した指導を徹底する。
○専門教科の授業に特化した振
り返り表（全コース共通）を作
成し、これを活かした指導を進
める。

働く心構えの指導（外部
講師の活用、進路担当者
による指導）（○学年
部、進路部、学科部）

個に応じた取り出し指導
の充実（○支援部、学年
部）

｢成果発表会」の充実実施
（学科部）

○実施３年目を迎え、生徒の理解
や取り組み意欲は高まっている。

○１・２年生のコース選択の参
考となるような発表内容や態度
で実施できる。
○落ち着いた環境で準備やリ
ハーサルができ、当日の運営も
生徒主体で実施できる。

○卒業前の集大成として意欲的に
取り組む生徒の姿を引き出す。
○余裕ある発表時間の確保及び運
営役務の見直し。

○生徒の成長やコースごとの学習成果を
発表することができ、１・２年生のコー
ス選択の参考となった。
○余裕ある日程設定により、準備・リハ
が落ち着いてでき、生徒主体の運営が
しっかりできた。

○生徒の課題や取り出し指導の
経過など、継続して情報共有し
ていく。
○連携や支援等の課題につい
て、日頃から支援部や学年で把
握しやすい環境作りをしてい
く。

○各コースのテーマ設定・発表
準備などを早期に共通理解し、
計画的に準備ができるようにす
る。
○進路先開拓も見据えて、企業
への公開も検討をする。（平日
か土曜日か）

Ａ

評価

Ａ

○「働く心構え」の事業の継続
と実態に合った内容の検討をす
る。
〇進路部の取り組み（現場実習
に向けての学習等）内容を確認
し、精選する。

専門教科の授業における
共通目標の徹底（○学科
部、研究部）

○従前からの課題であるが、各
コースでこの指導が徹底されてい
ない現実があった。

○当該学年の共通目標について
生徒・職員が認識し、年度末ま
でに生徒の姿が目標に到達して
いる。

○各コースの学習で「共通目標」
を授業で使用する実習日誌に反映
させる。
○指導者は実習の振り返り時に、
個々の到達度を生徒に伝え、指導
する。

○各コースとも共通目標を意識した取組
を継続することができた。特に１年生の
学習においては、重点的に取り組むこと
ができた。 Ｂ

１　働く意欲や
態度を高める職
業教育の充実

新しい年次的進行による
各コースの決定とその実
施（○学科部）

○選択方法を学科の枠にとらわれ
ない自由度の高いものにしてい
る。コースによっては生徒数がか
なり少ないコースもあり、３年次
の選択時に、コース学習に支障の
ない人数が確保できるかどうか不
安である。
○選択時期が全コース体験途中で
の実施のために、選択のために情
報が揃わないままの希望調査と
なっている。

○意欲を持って学べるコースを
生徒が選択できる。
○選択時に適正な人数となって
いる。
○選択の参考となるよう、コー
スの特徴が分かるような行事を
選択時期までに実施する。

○１年次の全コース体験を年内に
できるローテーションを考える。
○専門成果発表会を１２月中に実
施する。
○２・３年次のコース選択につい
て、従前の希望調査表の様式を見
直す。

○１２月中に５コースの体験を実施でき
るように年間計画を修正した。
○１２月に成果発表会を実施し、３年生
の取組の成果発表するとともに、１・２
年生に情報提供することができた。
○コース選択希望調査票の希望コース記
入欄の見直しをした。

○簡単に就職先が決まり働き続け
られると思っている生徒もいるの
が現実である。

○生徒が働き続ける上で自分の
課題を知り、改善しようと取り
組むことができる。

○外部講師による講演会を実施。
○定着支援員や進路担当からの話
を聞く機会を持つ。
○ビジネスマナーの実施
○現場実習の反省を基に自分の課
題を明確にし改善に向けて取り組
むための授業を行う。

○現場実習と関連づけて「働く心構え」
の事業を行ったり、ビジネスマナーの授
業を取り入れることにより生徒の働く意
識が向上してきた。
○進路部と連携し、自分の課題に目を向
け、目標を持って実習に取り組めるよう
にした。前期実習では７５％の生徒が達
成感を感じており、後期は９割以上の生
徒が自分の課題を改善したいと回答して
いる。

平　成　２　９　年　度　　自　己　評　価　表　

中長期目標
（学校ビジョン）

○基礎基本の確立と意欲の涵養
○社会人としての基礎力向上に向けた授業力の向上
○進路保障と定着支援の充実

今年度の
重点目標

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

改善方策評価項目

評　価　結　果　　（最終）

○進路選択・進路決定に有効と
なるように、所属コース以外で
の派遣学習ができるようなシス
テムも継続し、効果的な学習が
できる体制を維持たい。

○保護者交流は進みつつある
が、多くは保護者同士の知り合
いが少ないためにＰＴＡ活動に
参加しにくいと感じていること
がわかった。参観日等を活用
し、学級内の保護者の交流をさ
らに広げられるよう努めたい。

Ａ

Ａ

評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況

Ａ


